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エアコン ガスファンヒーター
暖房の温度設定の目安は 20℃。

温めすぎて半袖になるなど、極端

な使い方にならないようにしま

しょう。20℃ ぐらいの温度でも、

上着を 1枚増やせば快適です。
窓際に丈の長い厚手のカーテ

ンをかければ、冷気の侵入も防ぐ

ことができ、暖房効率が良くなり

r

ます。また、電気カーペットを併用すると、室温が低 くて

も快適です。

エアコン暖房の設定温度を
21℃ から20℃ にすると

1シーズンで

0電気 71.27 kwh(電 気代=約 1,640円 )の節約
●原油換算 17.34窃 OC02 7.19kg削 減

(1日 9時間の使用で計算)
ガスファンヒーターの設定温度を
21℃ から20℃ にすると

1シーズンで

●ガス 14.75m3(ガス代=約 2,070円 )の節約
●電気 0,35 kwh(電気代=約 10円 )の節約
●原油換算 16.03協 OC02 8.65kg削 減

(1日 9時間の使用で計算 )

敷き布団と掛け布団をセットで

使いましょう。すきま風と床への

放熱を防ぐのに効果があります。

電気こたつは熱いと感じるほどで

は暖めすぎです。温度調節を低め

に設定して、暖めすぎないように

しましょう。

1温1度調節を「強Jから「中Jに下げると
1シーズンで

0電気 48.95 kwh(電 気代=約 1,130円 )の節約
●原油換算 11.91V eC02 4.94kg削 減

(1日 5時間の使用で計算)

団らんのスペースに合ったサイ

ズを選び、人のいない部分はスイッ

チをオフに。

カーペ ットを床に直接敷いて使

うより、カーペットと床の間に断熱

マットを敷いて使った方が、暖房効

率がアップします。

直接触れる時間が長いので、温度

設定を高くしていると、低温やけどをしてしまう可能性
があります。

低温やけどを防ぐ意味でも、温度設定はなるべく低め

にしましょう。

a母用で、温度設定を「強Jから「中Jにすると
1シーズンで

0電気 185,97 kwh(電気代=約 4,280円 )の節約
●原油換算 45.24く影 OC02 18.77kg削 減

(1日 5時間の使用で計算)

こ
た

つ
に

ス
ト
ー
ブ
、
電
気

カ
ー

ペ
ッ
ト
…

…
。

寒
い
冬
に
は
暖
房
器
具
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
暖
房
を
使
え
ば
、
電
気
や
ガ
ス
、

灯
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
も
多

く
な
り
ま
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
、
も

っ
と
上
手
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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蕊 入

aO億 6,“7万円
(前年比 8億 9,146万 1千円鴻)

単位 :千円

※
町
税
の
内
訳

固定資産税 4, 785, 682

町民税 716, 167

入湯税 123, 388

町たばこ税 121, 796

特別土地保有税 16, 213

軽自動車税 12, 993

都市計画税 4, 852

分担金及び負担金

単位 :千円

単位 :千円

地方消費税交付金

県支出金

回庫支出金

その他

使用料及び手数料

繰越金

諸収入

財産収入

町税

※町税 5, 781, 091 717%
財産収入 431, 297 5.3%
諸収入 397, 306 4.9%
繰越金 361, 336 4.5%
使用料及び手数料 217, 894 2.7%
国庫支出金 203, 837 2.5%
県支出金 157, 866 2.0%
地方消費税交付金 128, 268 1.6%
分担金及び負担金 76, 967 1.0%
※その他 310, 508 3.8%

計 8, 066, 370 100. 0%

※
そ
の
他
の
内
訳

地フj譲与税 71, 040

地方交付税 69, 608

利子割交付金 39, 887

自動車取得税交付金 35, 329

地フj特例交付金 29, 337

特別地方消費税交付金 27, 968

繰入金 14, 640

ゴ)しフ場利用税交付金 11,117

日]債 7, 500

交通安全対策特別交付金 2, 832

寄附金 1, 250

歳入の対前年比での特徴

町税 4億 3631万 3千円減
固定資産税ガ家屋分の評価替、償却資産分の減価による 2億 5424万 5千円
の減少や都市計画税の平成 12年度廃止による 1億 4661万 7千円減少した
こと等による。

国庫支出金 2億 559,"_子〒門頑声
介護保険の導入により老人保護措置費ガ 4304万 8千円の減、前年度収入さ
_れだ介護保険円滑導入臨時特例交付金 6654万 4千円がなくなつたこと。小

坂線交通安全施設建設補助金が前年完成したことにより 4837万 7千円ガ
減少したこと等による。

諸収入 1億 497万 4千円減
制度資金の異常少雪緊急対策資金貸付金の元利収入の返還ガ進み、6944万

4千円減少したことや克雪住宅整備資金貸付金元利収入ガ 4359万 9千円減
少したことによる。

広報ゆざわ H13.12.23 (2)



登 2

76億 6,415万 4千円
町民一人当たり

0 観 翻
(平成 13年 3月 31日の人□9,023人 )

が使われたことになります。 (前年比 9億 3,303万 9千円減)

実質収支額 (歳入総額から歳
―
出総額を差し引き、翌年度に繰り越

す純繰越金額)1ま、3億 5,891万円の黒字決算となりました。

単位 :千円
農林水産業費 その他
消防費

公債費

教育費

商工費

総務費

民生費

衛生費

歳 出

土木費 1, 800, 191 23. 5%

総務費 1, 325, 937 17. 3%

衛生費 1, 010, 490 43. 2%

民生費 955, 843 42. 5%

商工費 761, 242 9.9%

教育費 707, 936 9.2%

公債費 397, 391 52%
消防費 386, 283 50%
農林水産業費 176, 259 2.3%

そ
の
他

議会費 107, 344 4.4%

労働費 25, 960 0.3%

災害復旧費 6, 887 0.1%

諸支出金 2, 391 00%
計 7, 664, 154 100.0%

歳出の対前年比での特徴

性
質
別

繰出金 4億 1433万 6千円減
国保診療施設繰出金の内、医療保健センター建設基金積み立て分 4億 3044

万 5千円の減、介護保険事業繰出金 9025万 1千円の増などによる。

建設費 2億 3145万 6千円減
岩原川原線 8000万円の減、小坂線 8795万 8千円の減、中央公園整備事業
5050万 円の減などによる。

扶助費 1億 1819万 4千円減
介護保険導入により老人保護措置費等移行分ガ 1億 2538万 2千円減少した

ことによる。

目
的
別

衛生費 5億 1323万円減
国保診療施設繰出金 (建設基金積立分含む)ガ 5億 268万円の減少したこ

とによる。

民生費 2億 4116万 2千円減
介護保険導入により老人保護措置費ガ 1億 2538万 2千円の減、老人デイ

サービス 7531万 5千円減は、介護サービスに編入されたことによる。

総務費 1億 6000万 3千円増
財政調整基金積立金ガ 1億 170754千 円増加したことや、管財課創設によ
り総務費の人件費ガ 4802万 2千円増などによる。
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先

日
、
県
は
危
機
的
状
況
に
あ

る
県
財
政
を
立
直
す
た
め
平
成
１４

年
度
以
降
、
３
年
間

の
歳
出
削
減

等
を
盛
り
込
ん
だ

「財
政
健
会
化

プ

ロ
グ
ラ
ム

（案
と

を
公
表
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
３
年
間
で

３
０
０
億
円
程
度

の
支
出
削
減
を

図
る
た
め
、
公
共
事
業
を
最
初

の

年
は
１０
％
削
減
そ
の
後
も
抑
制
し

て

い
く
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
事

業

の
童
点
化
、
優
先
度

の
設
定
な

ど
を
通
じ
事
業
縮
小
を
図

っ
て
い

ま
す
。

町
の
財
政
状
況
も
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
町
税
収
入
が
平
成
７
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
か
ら
は
都
市
計
画
税

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
固
定
資

産
税
で
は
自
治
大
臣
配
分
償
却
資

産
の
減
少
お
よ
び
家
屋
の
評
価
替

え
に
よ
る
家
屋
の
減
価
が
大
き
く
、

大
幅
な
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
出
の
面
に
お
い
て
は
、
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
公
せ

住
宅
の
建
設
、
県
が
施
工
し
、
町
で

管
理
を
行
う
中
山
聞
地
域
整
備
事

業
等
と
い
っ
た
大
規
模
な
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

道
路
の
新
設
、
消
雪
施
設
の
拡
充
、

共
同
浴
場
、
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン

ダ
ー
の
建
設
等
、
多
く
の
施
設
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
維

持
管
理
費
等
が
増
大
し
て
い
く
こ

と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
町
税

収
入
が
減
少
し
て
い
る
や
、
今
後

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
く
る
こ
と

は
容
易
に
予
想
で
き
ま
す
。

町
の
健
金
性
を
推
し
測
る
も
の

に
各
種
の
財
政
指
標
（注
―
）
が
あ

り
ま
す
。
湯
沢
町
は
数
値
的
に
見

る
と
非
常
に
優
れ
た
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
何

の
問
題
も
な

い
町
に

見
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
ヽ
れ

ら
の
指
標
は
、

一
般
会
計

に
限

っ

て
の
指
標
で
あ
り
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
を
含
ん
だ
町
全
体

の
数
値

と
は
な

っ
て

い
ま
せ
ん
。
１０
月
１４

日
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た

Ｒ
ハ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（注
２
と
も
、
町
の

資
産
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
財
務

諸
表
の

一
つ
で
す
。

今
後
、
湯
沢
町
に
お

い
て
も
、
一
ヽ

れ
ら
の
財
務
指
標
を
考
慮
し
な
が

らヽ
、
国
や
県

と
同
様

に
事
業

の
優

先
度
を
十
分
検
討
し
、
事
業

の
童

点
化

と
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
り
、

効
率

の
棄

い
行
政
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（注
１
）
各
種
の
財
政
指
数

標
準
財
政
規
模

６０
億
９
３
０
３
万
２
千
円

…
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源

（町
税
、

譲
与
税
、
普
通
交
付
税
等
）
の
規
模
を

し
め
し
ま
す
。
町
の
予
算
規
模
の

一

つ
の
目
安
。

経
常
収
支
比
率

６３
．
１

％

…
財
政
の
柔
軟
性
を
示
す
指
標
。
こ
れ

が
大
き
く
な
る
に
従

い
町
の
単
独
事

業
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

公
債
費
比
率

　

５
．
４
％

…

一
般
財
源
に
お
け
る
公
債
費
の
割
合

目
安
は
Ю
％
以
内
。

公
債
制
限
比
率
　
５
．
０

％

…
‐４
％
以
上
で
負
担
適
工
化
計
画
が
姓

要
と
な
り
、
２０
％
以
上
に
な
る
と
各

種
起
債
の
借
入
れ
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

財
政
力
指
数
　
１
．
５
７
６

…
交
付
税
を
計
算
す
る
う
え
て
算
出
さ

れ
た
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政

需
要
額
で
除
し
た
も
の
の
３
年
平
均
。

（注

２
）
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ホ

…
貸
借
対
照
表
の
こ
と
。
資
産
と
資
本
。

負
債
、
純
資
産
を

一
つ
の
表
に
ま
と

め
企
業

（町
）
の

一
定
時
期
に
お
け
る

財
務
状
況
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

ｗ
需
Ａ
毬
狂

停
多
静

＾

‰湯:R町の財産日録鞄

鯵湯訳町の借入金 (町債)日録斡   単位:千円

庁舎
土地   8,154■ヤ
建物  延 3,485■f

保育所及び福祉施設
土地   9,980■f
建物  延 5,064■f

教育及び文化施設
土地  117,623Hヤ
建物 延 28,896■f

その他公共用施設
土地  325,821 nf

建物 延24,132■f

山林他

」L地   4, 384. 8ha

立木  382,711ギ
建物  延 1,490ド

庁用自動車 (除雪車含む) 61台

有価証券 (株式) 55,526千円

出資による権利 200,433千 円

債権 (奨学金等貸付金) 75,815千円

基
金

一
般
会
計

財政調整基金 1,712,253千円

減債基金 544,065千 円

湯沢中学校建設基金 157,007千円

湯沢町美術館建設基金 100,148千円

地域福祉基金 100,000千円

公共事業基金 70,679千円
土地開発基金 56,724千円

介護保険円滑導入基金 15,243千円

中山間地ふるさと水と土基金 10,000千円

湯沢町医療保健センター建設基金 1, 976, 871千 円

国民健康保険支払準備基金 143, 744千円

国民年金印紙購頁基金 40,000千円

下水道施設改修基金 15,000千円

介護給付費準備基金 9,219千円

平成 12年度 借入額 元利金返済額 年度末残高

国保診療施設特別会計 7, 476 25, 166

下水道特別会計 311, 100 615,911 9, 444, 870

水道事業会計
上水

簡水

10, 000

40, 000

97, 215

98, 180

1, 001, 466

1, 322, 328

観光事業会計 196, 901 1, 612, 424

一般会計 7, 500 279, 428 2, 149, 757

計 368, 600 1, 295, 111 15, 556, 011

町民一人当たり残高 (H13.3.31人 口 9,023人 ) 回。η麗塾騒啜要解懺
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グ

ラ

フ

で

み

る

町

財

政

０

推

移

０
町
税
収
入

町
税
は
平
成
７
年
度
を
ピ
ー
ク

に
落
ち
込
み
が
続

い
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
が
償
却
資
産
の
自

治
大
臣
配
分
（現
総
務
大
臣
分
）
や
、

家
屋
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
価
等

に
よ
り
２
億
５
４
２
１
万
５
十
円

の
減
、
都
市
計
画
税
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
―
億
４
６
６
十
万

７
十
円
の
減
等
に
よ
り
４
億
３
６

３
１
万
３
十
円
と
い
う
大
幅
な
減

と

（

少

に
な
り
ま
し
た
。
又
、

町
税

の
滞
納
も
お
よ
そ

‐６
億
円
と
な
り
、
そ
の
解

消
対
策
と
し
て
、
平
成
１３

年
度

か
ら
東
京

に
徴
収

嘱
託
員
を
配
置
し
、
き
め
こ
ま
か

い
微
収
を
取
り
組
む
な
ど
微
収
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

●
町
債
残
高

町
債
と
は
、
町
の
借
金
の
こ
と

で
す
。
町
債
の
役
割
と
し
て
は
、
一

時
的
に
多
額
の
費
用
を
姓
要
と
す

る
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
財
源
確

保
を
行
う
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
施
設
等
を
利
用
す
る
で
あ
ろ

つヽ
、
次

の
世
代

の
人
に
も
負
担
を

し
て
も
ら
う
と
い
う
後
年
度
負
担

と
い
う
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
無
計
画
な
借
入
は
、

後

々
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
行

政
運
営
自
体
を
圧
迫
し
て
し
ま

い

ま
す
。
一
般
会
計

に
お
け
る
町
債
残
高

は
平
成
３
年
を
ピ
ー
ク
に
年

々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
１２
年
度
末

に

は
２十
億
４
９
７
５
万
７
十
円
に
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
下
水

道

の
急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
た

め
下
水
道
会
計

の
町
債
残
高
は
猟

億
４
４
８
７
万
円
と

一
般
会
計

の

決
算
額
を
超
え
る
残
高

と
な

っ
て

町税収入

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13

年度        (予 算)

町債残高

H2  H3  H4  H5  H6  H7  H8  H9 H10 Hll H12

年度

百万円

7000

6500

6000

5500

5m

4500

4000

百 万 円

10000

9000

8000

7∞0

6000

5000

4000

30(X〕

2000

1000

0

基金残高

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12

年度

百万円

い
ま
す
。
そ
の
た
め

一
般
会
計
か

ら
こ
の
公
債
費

（借
入
金
の
返
済
）

等
に
対
処
す
る
た
め
下
水
道
会
計

に
は
６
億
１
０
６
０
万
円
の
繰
り

出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
基
金
残
高

町
債
と
は
反
対
に
、
家
庭
で
い

え
ば
預
金
に
当
た
る
の
が
基
金
で

す
。
基
金
に
は
財
政
調
整
基
金
の

よ
う
に
緊
急
の
財
政
需
要
や
災
害

等
や
む
を
得
な
い
経
費
に
当
て
る

も
の
と
、
医
療
保
健
セ
ン
ダ
ー
建

設
基
金
の
よ
う
に

一
定
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
積
み
立
て
る
特

定
基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１２
年
度
末
現
在
、
基
金
で

一
番
績
み
立
て
が
多

い
の
が
医
療

保
健
セ
ン
ダ
ー
建
設
基
金
腑
億
７

６
８
７
万
１
十
円
で
す
。
こ
れ
は

現
在
、
建
設
を
行

っ
て

い
る
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
た
め
の

基
金
で
完
成
し
た
後

に
は
廃
止
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
１７
億

１
２
２
５
万
３
十
円
が
積
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
１３
年
度

当
初
予
算
で
は
３
億
７
０
０
０
万

円
の
取
り
崩
し
を
行

っ
て
い
る
ほ

か
、
今
後
、
福
社
セ
ン
タ
ー
の
内
部

改
修
や
町
内
要
望
の
実
現
の
た
め

に
不
足
す
る
財
源
対
策

と
し
て
激

減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

剛
蜘
４５００
枷
酬
嗣
胸
脚

5841_5778う 70併

6562

5555

5214
5027

6217~
6427

‐,781-
5567

髭

一

与
林
難
Ｈ
聟
庁
線
一
，

―
国

一
一般会計

一 下水道

一 ―水道

― 観光事業

縁誓暮警覇

― ― ― - 4266‐

4951

3646

鰺露趨
3146 ~

280&ぞ 913_2874
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歳 出歳入

科 目 金額 科 目 金額

国民健康保険税 310, 679 保険給付費 479, 673

国庫支出金 251, 513 老人保健拠出費 141, 921

療養給付費 87, 951 介護納付金 38, 833

繰入金 50, 000 保健事業等 17, 193

その他 68, 314 その他 33, 229

計 768, 457 計 710, 849

歳入―歳出=57,608千 円です。
通常の保健業務のほかに出産育児一時給付

金 4,800千円、葬祭給付費 4,700千円、人 F口]ド ツ

ク助成金 46,540千円等を支出して二います。

注 :.十下般念討どう|の繰入含.… 50.099千 .円 .

◎基金の状況

国民健康保険支払準備基金 143,744千円

(単位 :千円)

みなさんが納める保険税が支えです。

医療費の支出が増えています。

保健医療センターは 8月 開業予

町 が一般会計の 超えています。

歳入 歳 出

金額科 目 金額 科 目

支払基金交付金 449, 520 医療諸費 642, 923

国庫支出金 123, 526 諸支出金 6, 975

繰入金 41, 552 総務費 2, 278

県支出金 31, 137

その他 6, 720

歳入一歳出=279千円です。
高齢化ガ進む中、今後も医療費等はますます

増加して二いくと考えられます。

注 :一般会計どうの鰍 金.itrttii552工 R

計 652, 455 計 652, 176

歳入 歳 出

科 目 金額 科 目 金額

繰入金 445, 440 総務費 581, 418

診療収入 286, 218 医業費 118, 669

繰越金 38, 294 医療保健センター建設費 59, 890

その他 18, 202 公債費 7, 476

計 788, 154 計 767, 453

歳入―歳出=20,701千 円です。
保健医療センターは、現在、平成 14年 12月

グランドオープン(8月開業予定)に向けて建設

中です。その建設基金に301,664千 円を積み立

てました。

注・ェ!一般会。十nうの繰入金 t,4.lS、お0.1‐t壬目
◎基金の状況

湯沢町医療保健センター建設基金

1,976,871千円

歳入 歳 出

科 目 金額 科 目 金額

繰入金 610, 600 公共下水道費 626, 336

町債 311, 100 特環公共下水道費 225, 123

国庫支出金 260, 000 公債費 615,911

使用料及び手数料 244, 575 総務費 26, 790

その他 104, 954

歳入一歳出=37,069千 円です。
平成 12年度末の下水道普及率は 78.8%、 水

洗化率 72.6%となりました。
しかし、急速に下水道整備を進めたため、町

債残高は膨れあガリ、平成 12年度末で 94億

4500万円と一般会計の決算額を超えています。

今後、老木5化する施設の維持改修のため、下水

道施設改修基金を設置し、15,000千 円積み立て

てました。

注.lπ般会謝 うの繰入金…■19.i000.千日 計 1, 531, 229 計 1, 494, 160

広報ゆざわ H13.12.23 (6)



歳入 歳 出

金額科 目 金額 科 目

繰入金 141, 580 保険給付費 335, 984

支払基金交付金 114, 886 総務費 38, 259

国庫支出金 86, 500 基金積立金 9,219

その他 59, 210 その他 2, 297

計 402, 176 計 385, 759

歳入―歳出=46,417千 円です。
平成 12年度からスタートした介護保険制度

です。

注 1.=般会口十からの臨 .、90融
◎基金の状況

介護総付費準備基金 9,219千円

¬

介護保険の初年度は ?

(単位 :千円)

安心して飲める水の供給に努めます。

温泉資源は、観光に大きな役割を果たしています。

サービス向上、事務の合理化で健全財政ヘ

収入 505, 682

収益的収支

支 出 443, 823

収入 188, 543

資本的収支

支出 333, 308

資本的収入額が資本的支出額に紺し不足する額は、

消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金

及び当年度損益勘定留保資金で補てんしました。

平成 12年度より、水道温泉課と下水道課を統合し、水道課として

効率の良い運営を図り、人件費等の経費削減を行つた結果、黒字決

算ととなつています。

安心して飲める水の供給を目指して:、 今後も財政の健全化及び

老朽施設の整備を進めます。

注.:i般会計からの補助含 .、7a._867.子 .円

収入 118, 047

支 出 106, 700
収益的収支

0収入

資本的収支
支 出 45, 337

町の温泉資源を効率的に利用し、観光事業に大きな役割を果た

しています。平成 9年 4月の料金改定以来黒字決算となり、赤字ガ

解消されています。

江.IT搬余赫 の補勤命 ?「 000モー田資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金

で補てんしました。

収入 920, 168

収益的収支

支 出 967, 010

収入 0

資本的収支
支 出 165, 647

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

過年度損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的

支出調整額で補てんしました。

夏の観光拠点であるア)しプの里は、入込み客ガ順調に伸びてい

ますガ、冬のスキー人□の減少により、入込み客ガ落ち続けて、非

常に厳しい経営状況にあります。平成 13年度には、湯沢高原スキー

場のリフト架け替え等のリニユーアルを行うなど、サービスの向

上を図り、入込み客増加を目指すとともに、今後一層の合理化、経

費削減に取り組み、健全な財政運営を目指します。

注 i五般念討aらの補助翁..…lm.、904千円
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救
急
ミ
ニ
知
識

〈
１６
〉
～
窒
息
に
つ
い
て
～

囲
閣

園

閉

開

田

田

田

田

関

田

田

田

田

岡

田

囲

日

門

閉

田

翻

田

関

閉

囲

露

囲

田

閉

四

窒
患
は
、
息
が
出
来
な
く
な

る
状
態
で
す
。
一
般
に
は
、
気

道
異
物

分
工気
の
通
り
道
を
ふ

さ
ぐ
物
）
が
原
因
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
時
期
に
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の
は
、
「
餅
」

で
す
。
餅
は
軟
ら
か
く
消
化
ガ

よ
い
で
す
が
、
丸
飲
み
を
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
毎
年
、
南

魚
沼
郡
内

で
餌
を
つ
ま
ら
せ

る
事
故
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
特

に
、
高
齢
者
や
麻
痺
の
あ
る
方

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

異
物
を
と
る
方
法
こ
し
て

「
ハ
イ
ム
リ
ツ
ク
法
」
記
円
部
叩

打
法
名
指
拭
法
」
が
あ
り
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

砒
８４

。
３
３
７
７

≪指拭法≫

指にハンカチやガーゼを巻き付けてかき出す。く

≪背部叩打法≫

患者の前胸部を支えて肩甲骨の間を 4回力強く
ヌミ早 く日「 く。

＼

斡
≪喉頭鏡とマギール鉗子≫

のどの奥をみて異物を取り出す道具。

(救急隊が使用)

雪
下
ろ
し
中

の
事
故

に
注
意

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
雪
期

を
迎
え
る
湯
沢
町
。
例
年
、
雪
下

ろ
し
中
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
屋
根
か
ら
落
ち
て
怪
我
を
し

た
り
、
一
人
で
雪
下
ろ
し
を
し
て

い
る
と
き
に
落
ち
、
発
見
が
遅
れ

て
死
亡
し
た
り
と
い

っ
た
悲
し

い
事
故
も
あ
り
ま
す
。
屋
根
に
上

が
る
と
き
は
、
家
族
に

一
声
か
け

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
１３
年
中
に
湯
沢
町
内

で

雪
災
害
等
に
よ
る
人
的
被
害

死
亡
　
２
人

重
傷
　
２
人

軽
傷
　
２
人

|
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可

「背
り
ま
す
　
あ
な
た
の
安
全
１
１
０
番
」

～
事
件
や
事
故
の
緊
急
通
報
は
１
１
０
番
～

１
月
１０
日
は
、
１
１
０
番
の
日
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
件
や
事
故
を
見
た
と
き

０
ド

ロ
ボ
ー
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
と
き

０
押
し
売
り
が
来
て
困

っ
て
い
る
と
き

０
そ
の
他
、
急
い
で
警
察
に
知
ら
せ
た
い
と
き

あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て
正
確
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
確
な
通
報
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
事
件

。
事
故
の
早
期

解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
＃
９
１
ｌ
σ
」

一・　

　

　

ヶ
警
察
相
談
は
＃
９
１
１
０
～

緊
急
で
な
い
問
い
合
わ
せ

。
相
談

・
困
り
ご
と

。
悩
み
ご

と
は
、

警
察
総
合
電
話

＃
９
１
１
０
又
は
、
０
２
５

ｏ
２
８
３

ｏ
９
１
１
０

六
日
町
警
察
署
　
相
談
窓

日

ＴＥＬ

７０

。

０

１

１

０

＃
９
１
１
０
は
、
家
庭
の
回
線

（プ
ツ
シ
ュ
回
線
）
や
公
衆

電
話
、
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
つ
な
ガ
リ
ま
す
。
ダ
イ
ヤ

ル
回
線
の
電
話
の
場
合
は
、
＃
９
１
１
０
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

芍

ヽ

ア

ヽ
　
″

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

けんこつ体操は、健康な筋肉と骨をつくるための体操です。

初めての方でも簡単にできます。ぜひ参加してみてください。

【内容】

けんこつ体操の実技など

【参力8費】

1回 400円
【日程】

湯沢町公民館浅貝分館

【持ち物】

タオル (自分の両膝を巻いて:結べるくらいの大きさのもの。)

飲み物 (体操中にのどガ渇きます。お茶などをお持ちください。)

※指導は、研修を積んだ「元気な高齢者づくリアシスタント」が行います。

動きやすい服装でおいでください。

申し込みはいりません。当日会場へ直接おいでください。

【間い合わせ】

介護支援センター T[[84-3000

菰 場 期 日 時   間
1月 10日 ⑮

年後 1時 30ノ刀
(～ 3時

三俣地区館 1月 9日⑪

神立中央集会場 1月 7日Θ、21日Θ

萩原集会所 1月 7日Θ、2+日Θ

松川生活改善センター 4月 10日 ⑮、25日③

下湯沢公民館 1月 9日⑪、23日⑪

□―プウェー事業所 4月 16日⑪

総合福祉センター 1月 9日⑪、23日⑪ 年後 1時～ 2時 30分

(9)



湯沢児童クラブを利用してみませんか ?
湯沢児童

`フ

ラブでは、平成 14年度の利用を希望して:いる児童を募集します。
このグラブによつて、保護者ガ安心して働き、子どもは楽しく過ごすことが
できます。

【場 所】 楽町会館
【日 時】 平日、土曜日

………下校時～年後 5時 30分
春・夏・≦休み
……年前 9時～年後 5時 30分

【受付開始】 平成 14年 1月 4日 (金)から
【間い合わせ】 福祉保健課保育係 TEと 84・

湯沢児童つラブ  T[[090・ 5790。 2417

◎湯沢児童クラブはこんなところです。
学校を下校すると、児童グラブに子どもたちガ「ただいま」と帰つてきます。
本を読んだり工作、トランプ、ブロツク遊びなど気にいつた遊びを始め、子ども
たちがそろう頃、おやつの時間です。おやつガ終わると、宿題をしたり、遊んだり
します。帰りの時間になると、片付けをして帰つて行きます。保護者の迎えがある
場合は、それまで遊んで待つて二います。
みんなで一緒にお弁当を食べたり、公民館や公園で遊ぶこともあります。

4560

―
月
十
日
～
３
日
は
、
奉
共
同

浴
場

の
定
休
日
に
当
た
り
ま
す
が
、

通
常

ど
お
り
営
業
し
ま
す
。
次

の

日
を
派
替
休
日
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
―
月
７
日

（月
）

湯
え
共
同
浴
場

「
山
の
湯
」

二
俣
共
同
浴
場

「街
道

の
湯
」

■
―
月
８
日

（火
）

土
祥
共
同
浴
場

召
石
の
湯
」

■
―
月
９
日

（水
）

二
居
共
同
浴
場

「宿
場

の
湯
」

■
―
月
日
日

（金
）

下
湯
沢
共
同
浴
場
「駒
子
の
湯
」

【聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課
施
設
管
理
係

砒
８４

・
２
６
１
１

【
戦
種
】

運
転
士
、
施
設
技
節

【
募
集
人
員
】

若
千
名

【
痣
募
資
格
】

①
躍
和
４６
年
４
月
２
日
か
ら
躍
和

５９
年
４
月
十
日
に
生
ま
れ
た
者
。

（た
だ
し
、
勤
力
卓
採
縦
者
運
転

免
許

（甲
種
電
気
卓
）
保
有
者
は

昭
府
４十
年
４
月
２
日
か
ら
と
す

る
。
）

②
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
者
。
（卒
業
見
込
み
を
含

む
。
）

③
色
覚
は
工
常
で
、
攪
力

（矯
工
視

力
を
含
む
）
は
、
各
眼
‐
，
０
以
上
で

あ

る

こ

と
。

【受
付
期
間
】

平
成
１４
年
２
月
４
日

（月
）

～
２７
日

（水
）

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
北

逮
急
行
総
務
課

へ
お
聞

い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

比
逮
急
行
　
総
務
課

ＴＥＬ

７０

．
２
８
２
０

鵬

７０

．
２
８
２
５

【
募
集
訓
練
科

‥
期
間
】

電
気
施
設
科
　
十
年
間

定
築
科
　
　
　
２
年
間

左
官
科
　
　
　
２
年
間

【
定
員
】

着
千
名

【受
験
資
格
】

。
電
気
施
設
科

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者
。

（平
成
１４
年
３
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
。
）

・
建
築
科

・
左
官
科

中
学
校
又
は
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
者
。
（平
成
１４
年
３
月

卒
業
予
定
者
を
含
む
。
）

【
選
考
】

・
受
験
願
書
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
特

に
決
ま

っ
た

試
験

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
願
書
受
付
後
に
、
試
験
日

は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
各
科

と
も
学
科
試
験

（国
語

。

数
学
）
と
面
接
試
験
で
す
。

・
結
果
は
試
験
実
施
後
３
曰
く
ら

い
で
個
別
に
発
迷
し
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

〒

９

４

９

１
７

４

１

３

比
魚
沼
郡
堀
之
内
町

大
字
堀
之
内
３
３
３
５

１
１

新
潟
県
立
魚
沼
テ
タ
ノ
ス
ク
ー
ル

砒
０
２
５
７
９
ｏ
４
●
２
４
１
０

９
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

‐６
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

高
橋
ト
ミ
エ

２３
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

３０
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

南
要

ミ
ヨ
シ

【
会
場
】

福
祉
セ
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（砒
８４
・
牛
―

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

都
合
に
よ
り
、
中
止
し
ま
す
。

お
正

し
ま
す

～
町
共
同
浴
場
～

ほ
く
標
く
線
　
社
長
募
集

平
成
１４
年
度
生
徒
追
加
募
集

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

月

１
月

の
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――
可

守年末年始の休業・休館タ

～ 2園 ② 圃

O
0

0

O O  O
0

0

釣

※問い合わせ 住民課環境公害係□84-3453

※問い合わせ 保健センター□84-3149

役場
(急用はTEL 84-3451)

12月 29日 (土 )

i

1月 3日 (木 )

国保診療所
(1月 3日 は救急当番)

公民館

雪国館「歴史民俗資料館」

総合福祉センター

カルチャーセンター
12月 28日 (金 )

を

1月 4日 (金 )

み 収 集し

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 。神 立 三 国 ・ 三 俣

可 燃 ご み (注)の とおり。 O・ ①・④ (2・ M日は休み> ⑪・⑥ o① (1・ 29日 1ま体み>

ゲ ン ボ )レ 紐を十字にか

ける。

17日・ 31日 15日 11日・ 25日 16日・ 30日

新聞・雑誌・チラシ 10日 8日 4日 9日

ペ ッ ト ボ ト ,レ 不燃ごみ指定
袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

24日 22日 18日 23日

空   き  缶 8日 10日・ 24日 9日・ 23日 4日・ 18日

空 き び ん 15日 17日 16日 日

その他の不燃ごみ 22日 31日 30日 25日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定ごみ袋で出すようお願いします。

◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んで、外から見えるようにマジックで「ガラス」等と書いて指

定ごみ袋に入れて出してください。

◎いずれのごみも、重さ 10Kg以下で出してください。

◎収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。

◆ごみ処理施設の年末・年始の体日

環境衛生センター (I阻 82-0339)・………・。12月
リサイクルセンター魚野 (祗 82-4048)・・・12月

31日 (月 )正午～ 1月 2日 (水)
30日 (日う午後 5時～ 1月 3日 (本)
28日 (金)～ 1月 4日 (金)ストックヤード¨̈ ………・・12月

日 種 目 対 象 時    間 △ 場

8⑪
ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00～ 14:00 総合福祉センター

精 神 保 健 相 談 申込者 13:30～ 15:30 六 日 町 保 健 所

10⑮ リ   ハ   ビ   リ 訓練参加者 13:30～ 15:30 保 健 セ ン タ ー

23⑪ 3歳 6ヵ 月 児 健 診 H10年 6月 ・7月 生まれ 13:00集 合 保 健 セ ン タ ー

24⑥ リ   ハ   ビ   リ 訓練参加者 13:30～ 15:30 保 健 セ ン タ ー

25④ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 総合福祉センター

30⑪ 乳 児 健 診 H13年 3月 ・9月 生まれ 13:00集 合 保 健 セ ン タ ー

(11)



1月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜 。祝日E〉休日救急診療所 TEと 73-6688

その他の日E〉魚沼消防本部  TEL 8 2‐ -1991

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院 TL 7 3-5111
日 受 付 時 間 内  科 外  科

1●
9:00 ～ 16:00
18:00～翌朝.6:00

ゆきぐに大和総合病院 □77-21m
ゆきぐ・Jこ大和聡金療1隣

! ―囲77‐ 2111
ゆきぐに大和総合病院

ゅき十ぐに大奉RI総合病i院

2⑪
9:〔Xl ハΨ 16:00

18:00～翌朝 6:00

六 日 町 病 院

六 日 町 病 院

匝∃72--7111

国 72∵ 71m

六 日 町 病 院

六 趨 神 病 院

30
9100  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00
湯 沢 町 国 保 診 療 所

湯 沢 町 国 保 診 療 所

日 84-2303

国 84-2303

ゆきぐに大和総合病院

ゆ1饗Ⅷ 総合病院

5①
12:00  ハΨ  18:00

18:∞ ～翌朝 6:00
□ 73-3211

国 72-7111

中 澤   医  院
目 町 病 院 ハ

日 町 病 院

口 町 病 院

60
9:00  ハV  16:00

18:00～翌寧月61:00

休 日 救 急 診 療 所 □73-6688
ゆきぐに本和総合病:瞬1 回77・二21■

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

12① 12:00  
ハΨ 18:00

18:∞ ～翌朝 6:00
城 内 病 院 □ 75-2009

圃 77-2111ゆきぐに大和総合病!院

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病.院

130 9:00 
ハV 16:lX)

18:00～翌朝6■ 00
□73-6688

囲72-71■

休 日 救 急 診 療 所

六・ 日 町 病 院

休 日 救 急 診 療 所

本 回 町 病 院

140 9:00 - 16:0(l
18:00～翌車月6:00

休 日 救 急 診 療 所  日73-6688
ゆきぐ{こ 大和:総合病!院  1回 77■ 21■

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

19① 12:00  ～ 18:00
18:00-翌朝 6}00

匝劃72-2355
:囲η -2111

河 内 医 院

ゆき
・
でに大茄総合病院

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病:院

200 9:00 ～ 16:00
18:∞
～
翌事月&00.

□ 73-6688

国 72-7111

休 日 救 急 診 療 所

六  日1 町  病  院
休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

26① 12:00  -  18:00
18:∞ ～翌朝 6:00

□ 78-0088

囲72‐ 7111

萌 気 園 二 日町診 療 所

六 .・ 田 町 病 院

日 町 病 院

日 町 病 院

270 9:00 ～ 16:00
18:00.～墾朝 6:.00

□73-6688

国77-21■

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和1総合病院

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大琴厨総・合病・饒

し

ま

※
１
月
の
広
報
は
元
日
と
２７
日
に

発
行
し
ま
す
。
１
，打

‐１９…
３
０
痕

報
は
妹
報
と
な
り
森
す
ｏ

※
新
間
を
購
読
し
て
い
な
い
方
に
、

広
報
を
郵
送
で
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、総
務
課

庶
務
係

（ｎ
８４

・
３
４
５
１
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今
学近
所
に

新
間
を
購
読
し
て
い
な
い
方
が

い
た
ら
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
）

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

Ｈ
月
２６
日

　

中
村

　

恭
哉

さ
ん

（原
新
田
、
徹
矢

・
美
雪
さ
ん
）

１１
月
２６
日

　

・冨
田
　
　
凌

　
さ
ん

（
一
之
町
、
敏
幸

・
ち
ず
子
さ
ん
）

■
月
２９
日

　

笛
田

　

桃
伽

さ
ん

（芝
原
、
政
利

・
美
子
代
さ
ん
）

‐２
月
１
日

　

剣
持

　

里
瑠

さ
ん

（堰
場
、
守

・
ゆ
か
り
さ
ん
）

■
月
２８
日

　

木
村

　
キ
ク
ノ

さ
ん

嬢
場
、
８０
歳
）

‐２
月
１
日

　

桑
原
　
　
ノ
リ

さ
ん

（栄
町
、
８６
歳
）

‐２
月
７
日

　

池
田

　

キ
ヌ

さ
ん

（三
俣

一
、
‐００
歳
）

‐２
月
９
日

　

南
雲
一　
　
ヲ
キ

さ
ん

谷
後
、
９４
歳
）

‐２
月
１３
日

　

南
雲
　
　
ツ
ヤ

さ
ん

（古
野
一
一、
９４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

霰鰺翁鶏霰饉
11月届出分 12月 1日現在  価年比)

出生  5

死亡  6

転入  32

転出  29

4,449

4,616

9,065

3,168

(-19)

(+ 1)

(-18)

(+ 5)

男

女

計

世帯
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